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(論文審査の要旨)  
 
学士(工学)、修士(工学)、海塩 渉君提出の学位請求論文は「Intervention Study of Home 
Insulation Retrofit and Blood Pressure for the Prevention of Cardiovascular Diseases（循環器疾患の予防
に向けた住宅の断熱改修と家庭血圧の関連に関する介入研究）」と題し、8 章からなっている。 
循環器疾患は、毎年約 1,790 万人が命を落とす世界の死因第一位の病である。循環器疾患によ
る死亡は冬季に増加し、「Excess Winter Mortality (EWM)」と称される。EWM は特に寒冷な住宅で
顕著であり、寒冷への曝露に伴う血圧上昇によりその一部が説明できる。にもかかわらず、現状
の高血圧及び循環器疾患対策は生活習慣改善のみに重点が置かれている。食事や運動、飲酒、喫
煙の対策は政策に取り入れられている一方で、科学的エビデンスが不足している住環境は取り入
れられていない。従って、住環境改善による循環器疾患予防効果を検証することを本研究の目的
とする。特に循環器疾患の危険因子とされ、測定が広く普及している「血圧」に焦点を当て、「住
宅内温熱環境と血圧の関係」の分析を行う。本論文は、以下に示す全 8 章から構成される。 
 
第 1 章では、序論として、本研究の背景と意義、目的を示す。 
第 2 章では、住宅と健康に関する国内外の政策及び先行研究についてまとめる。 
第 3 章では、第 4 章以降の全国調査のベースとなった実態調査を紹介する。結果の一部とし
て、1) 寝室の室温が早朝血圧変動に及ぼす影響、2) 高断熱住宅への転居による室温上昇と血圧低
下の因果関係、の 2 点に触れ、全国調査を実施するにあたっての課題点を整理する。 
第 4 章では、日本全国で実施した住宅の断熱改修前後調査（スマートウェルネス住宅研究）の
概要を述べる。リサーチクエスチョン、調査デザイン、介入内容、調査項目について解説すると
ともに、倫理的問題、調査のオンライン登録について触れる。更に、調査対象者数並びにベース
ライン調査時点の調査対象者の属性を整理する。 
第 5 章では、断熱改修前のベースライン調査から得られた成果である、1) 家庭血圧と室温の関
係、2) 室温変化に対する家庭血圧の感度分析、の 2 点をまとめる。加えて、全国調査の強みを活
かし、寒冷な住宅で暮らしている地域や居住者の属性（ハイリスク居住者）を明らかにする。 
第 6 章では、断熱改修を行った「断熱改修群（介入群）」と、断熱改修を行わなかった「対照
群」の比較分析により、断熱改修の介入による血圧低下の因果関係の検証を行う。 
第 7 章では、温暖な住宅（室温 18℃以上）と寒冷な住宅（室温 18℃未満）の比較分析を行い、
健康診断データから得られた循環器疾患との関連が強い指標である「動脈硬化」や「心電図の異
常」が寒冷な住宅で助長されるのか、を断面分析により検討する。 
最後の第 8 章では、本研究の成果を総括するとともに、長期コホートスタディにより、住環境
による健康影響を長期的な視点で検証する必要性を明らかにしたものであり、工学的に寄与する
ところが大きい。 
よって、本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
